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織学的検討により評価し、冠動脈における SMAの発現強度を比較した。  
【結果】出生児体重は、50%カロリー制限モデル（制限群 1.74±0.12g, 対照群 




α-smooth muscle actin (SMA)発現強度を、大動脈の SMA発現強度によって補正して
比較した結果、カロリー制限モデルにおいてのみ、制限群において有意な SMA発現の低下






られなかったが、血管構成細胞に数的差を認めた。   
 
	 	 
